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◆宍道湖における浅場整備目標（期待する効果） 

１ 

 

 

  
 

 

生物多様性
が向上

浅場造成により動植物の生育基盤ができる

植物（ヨシなど）が繁茂する

魚類の産卵場 稚貝の生育場

鳥類・魚介類の増加

透明度の向上 栄養塩の溶出抑制

底質の巻き上げ抑制

周辺の波浪条件の緩和

鳥類・魚介類の増加

魚介類の
浄化効果

魚介類の
浄化効果

植物の
浄化効果 生物多様性

が向上

浅場造成により動植物の生育基盤ができる

植物（ヨシなど）が繁茂する

魚類の産卵場 稚貝の生育場

鳥類・魚介類の増加

透明度の向上 栄養塩の溶出抑制

底質の巻き上げ抑制

周辺の波浪条件の緩和

鳥類・魚介類の増加

魚介類の
浄化効果

魚介類の
浄化効果

植物の
浄化効果
植物の

浄化効果

浅場造成のイメージ 

期待する効果 

①水質浄化効果の復元 

②生物相（多様性）の復元 

③景観の復元 

・基盤材（砂等）による脱窒、ろ過効果 
・ヨシ等による栄養塩吸着効果 
・沿岸部における巻き上がり抑制による透明度の向上効果 
・生物などによる自然の自浄機能回復が期待される 

・稚魚、稚貝などの生息環境の創出→生息数の増加 
・静穏な環境が創出され、生物種の増加が期待される 

・多様な空間の創出により景観・親水性向上 
・環境整備への市民の参画が増加 

植生帯整備 

砂浜整備 

現況堤防 

植生帯もしくは砂浜整備 

T.P.+0.3ｍ 
1/20より緩い勾配 

浅場造成 スロープベース 

消波工 

注）スロープベース：湖底高が深い場合のり止めとして設置 
  消波工：風波が強い地区もしくは植生等の活着に必要な場合設置 



◆中海における浅場整備目標（期待する効果） 

２ 

 

生物多様性
が向上

浅場造成により動植物の生育基盤ができる

植物（アマモなど）が繁茂する

透明度の向上 稚貝の生育場

鳥類・魚介類の増加

透明度の向上 栄養塩の溶出抑制

底質の巻き上げ抑制

周辺の波浪条件の緩和

鳥類・魚介類の増加

魚介類の
浄化効果

魚介類の
浄化効果

植物の
浄化効果 生物多様性

が向上

浅場造成により動植物の生育基盤ができる

植物（アマモなど）が繁茂する

透明度の向上 稚貝の生育場

鳥類・魚介類の増加

透明度の向上 栄養塩の溶出抑制

底質の巻き上げ抑制

周辺の波浪条件の緩和

鳥類・魚介類の増加

魚介類の
浄化効果

魚介類の
浄化効果

植物の
浄化効果 生物多様性

が向上

浅場造成により動植物の生育基盤ができる

植物（アマモなど）が繁茂する

透明度の向上 稚貝の生育場

鳥類・魚介類の増加

透明度の向上 栄養塩の溶出抑制

底質の巻き上げ抑制

周辺の波浪条件の緩和

鳥類・魚介類の増加

魚介類の
浄化効果

魚介類の
浄化効果

植物の
浄化効果
植物の

浄化効果

現況堤防 

浅場造成 薄層覆砂 

浅場造成の水深１ｍ程度 薄層覆砂の水深２～４ｍ程度 

覆砂 

スロープベース 

勾配 1/40～1/100以下 

厚さ２０ｃｍ程度 

浅場造成・覆砂のイメージ 

期待する効果 

①水質浄化効果の復元 

②生物相（多様性）の復元 

③景観の復元 

・基盤材（砂等）による脱窒、ろ過効果 
・海草藻類による栄養塩吸着効果 
・沿岸部における巻き上がり抑制による透明度の向上効果 
・生物などによる自然の自浄機能回復が期待される 

・稚魚、稚貝などの生息環境の創出→生息数の増加 
・静穏な環境が創出され、生物種の増加が期待される 

・多様な空間の創出により景観・親水性向上 
・環境整備への市民の参画が増加 

藻場整備 

砂浜整備 

浅場覆砂 



◆現時点における浅場整備の評価対象地区位置図 

4 

鹿園寺地区 

大垣①地区 秋鹿地区 

布志名地区 
下意東地区 

大崎①地区 

新十神地区 

宍道地区 

根尾地区 細井地区 

■ 宍道湖および中海における事後調査実施地区 



◆現時点における浅場整備・覆砂の総括と今後の対応方針 

5 

■今後の方針 

   一部では課題も残るが整備効果が現れている。また、整備に対する知見も集積しつつある。 

 
 ○順応的管理を継続し、知見の集積・反映による整備効果の向上を目指す。 

期待する 
効果 

現時点における効果と課題 
現時点での評価 

宍道湖 中海 

水質浄化
効果の復
元 

 植生繁茂による栄養塩吸着効果の向上 
 波浪、巻き上がりの抑制による濁度低下 
〔課題〕植栽されたヨシの管理の必要性 

 波浪、巻き上がりの抑制による濁度低下 
 リンの溶出抑制（水深4ｍ以浅）‥覆砂箇

所の一部では改善効果が低減 
〔課題〕覆砂効果の持続性の確認 

 宍道湖、中海の浅場では、ともに水
質浄化効果が発現している。また、地
域と連携してヨシの刈り取りを実施して
いる。 
 一方、覆砂効果の持続性などに関す
る更なる知見の蓄積が必要。 

生物相（多
様性）の復
元 

 ヤマトシジミの生息量の増加（一部では
増加がみられない） 

 植生（ヨシ等）の繁茂 
 鳥類の増加（ヨシ植栽による目隠し効果

等に起因し、特に冬鳥に効果あり） 
 ナゴヤサナエの羽化場所として機能 

 主要二枚貝の生息基盤の復元（アサリ・
サルボウガイの増加は限定的） 

 海藻の増加（一部で寄り藻の増加） 
 海草（コアマモ等）の増加はみられない 
〔課題〕消波工背後に集積する寄り藻等へ
の対応 

 宍道湖、中海の浅場では、ともに多
様な生物相が確認されている。 
 一方、消波工背後に集積する寄り藻
などに関する更なる知見の蓄積が必要。 

景観の復
元 

 ヨシ等植生の繁茂による景観向上 
 砂浜の形成による景観向上（一部では砂

が地区外へ流出） 
〔課題〕最小限の工作物による漂砂防止技
術の向上 

 砂浜の形成による景観向上（一部では砂
が地区外へ流出） 

〔課題〕最小限の工作物による漂砂防止技
術の向上 

 植生帯・砂浜整備により宍道湖、中
海では、ともに景観が向上している。 
 一方、基盤の安定や漂砂防止技術な
どに関する更なる知見の蓄積が必要。 
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